
 

平成 22 年 10 月 28 日  

各  位 
会 社 名  ム ラ キ 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 古屋 文男 

   （ＪＡＳＤＡＱ コード ７４７７） 

問合せ先  執行役員経理部長 上中 良典 

電話番号   ０４２－３５７－５６１０ 

 
特別損益の計上及び業績予想の修正（連結・個別）に関するお知らせ 

 
当社は、平成 23 年３月期第２四半期決算において、特別損益を計上するとともに、平成 22 年５

月 13 日に公表しました平成 23 年３月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想と実績値との

差異が生じましたのでお知らせいたします。併せて、最近の業績の動向等を踏まえ、通期（連結・

個別）業績予想につきましても、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 

１．特別損失の計上について 
（１） 子会社事業譲渡損 

平成 22 年７月 29 日発表の「子会社の事業譲渡及び固定資産の譲渡に関わる基本合意書の締結

に関するお知らせ」において未定になっておりました事業譲渡損 87 百万円を特別損失に計上い

たしました。なお、個別決算で計上する事業譲渡損は、一部連結決算上消去されるため、連結決

算上の特別損失は 20 百万円となります。 

（２） 固定資産売却損 
上記（１）とともに、固定資産売却損１百万円を特別損失に計上いたしました。 

２．特別利益の計上について 
（１） 退職給付制度改定益 

当社は平成 22 年７月１日より適格退職年金制度から、新退職金制度へ移行しました。この移

行に伴い退職給付制度改定益 142 百万円を特別利益に計上いたします。 

３．平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間連結業績予想の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）  

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益 
 

前 回 予 想（Ａ） 

百万円

4,842 

百万円

14 

百万円

56 

百万円 

24  

円 銭

1.90 

今 回 予 想（Ｂ） 4,485 △31 △5 70  5.50 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △357 △45 △61 46  － 
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増 減 率（％） △7.3 － － 191.6  － 

(参考)前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
 4,684 △108 △94 △110  △8.67 

 
４．平成 23 年 3 月期通期連結業績予想の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益 
 

前 回 予 想（Ａ） 

百万円

9,843 

百万円

68 

百万円

152 

百万円 

87  

円 銭

6.92 

今 回 予 想（Ｂ） 9,054 16 80 102  8.01 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △789 △52 △72 15  － 

増 減 率（％） △8.0 － － 17.2  － 

( 参 考 ) 前 期 実 績 

（平成 22 年３月期） 
9,528 34 74 14  1.17 

 
５．平成 23 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）  

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益 
 

前 回 予 想（Ａ） 

百万円

4,564 

百万円

5 

百万円

49 

百万円 

17  

円 銭

1.36 

今 回 予 想（Ｂ） 4,353 △25 5 16   1.25 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △211 △30 △44 1  － 

増 減 率（％） △4.6 － △89.7 △5.8  － 

(参考)前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
4,521 △110 △92 △107  △8.47 

 
６．平成 23 年 3 月期通期個別業績予想の修正（平成 22 年 4 月１日～平成 23 年 3 月 31 日） 

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益 
 

前 回 予 想（Ａ） 

百万円

9,251 

百万円

54 

百万円

141 

百万円 

77  

円 銭

6.11 

今 回 予 想（Ｂ） 8,789 18 89 50  3.92 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △462 △36 △52 △27  － 

増 減 率（％） △4.9 △66.6 △36.8 △35.0  － 

( 参 考 ) 前 期 実 績 

（平成 22 年３月期） 
9,168 24 81 17  1.38 
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修正理由 
 当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新興国向けの輸出が好調であることや、猛暑効果

による消費増により、緩やかながら引き続き回復基調にあります。しかしながら、低機会雇用、低所

得環境、歴史的な円高進行やデフレ状況など依然として厳しい状況で推移いたしました。 
当社グループの主力営業基盤である、ＳＳ業界（サービスステーション：略称ＳＳ）における市場

環境においても設備投資に加え顧客の購買意欲も高まらず、当第２四半期連結累計期間の業績は、売

上高、営業利益、経常利益で予想を下回る結果となりました。 
個別における売上高の未達要因としましては、大手特約店の一部商品の PB 化と石油元売商事の子会

社化に伴うＳＳでの在庫調整があげられます。これらの影響は当初の予測を大きく上回り、当社の主

力販売商品であるカーケア関連商品の販売域を圧迫いたしました。コスト面においては、新規営業所

の出店に伴う設備投資と、社員のスキルアップを目指した教育研究費などが販売費及び一般管理費の

増加要因と考えられますが、これらは将来を見据えた必要不可欠経費であり、将来的には必ずや効果

が表れるものと認識しております。これらに前述の特別損失、特別利益、更には現況の市場環境を勘

案した上で、平成 23 年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期業績予想につきましては上記のとお

り修正いたしました。 
個別業績予想の修正につきましても、連結業績予想の修正理由と同様の内容であります。 

 
※上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
 

以 上  
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